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１．はじめに  

有機物の施用は「土作り」の有効な手段の一つとされている。「土作り」のねらいは様々

あるが、土壌の保水性、通気性、透水性等の物理的性質を底上げすると言われている。こ

れまで、有機物の存在による熱特性の変化についても検討されているがたとえば 1),2),3)、多く

は、土壌に有機物を混和して測定を行っている。しかし、土作りでは、分解されにくく比

較的長期に残る有機物が物性値の底上げに効果をもたらしていると想定される。そこで、

実際に有機物を長期に施用管理している圃場の土壌を用い、これについて熱特性値の一つ

である熱伝導率を明らかにしようとした。  

２．実験方法  

東北農業研究センター大仙拠点内圃場の堆肥施用区とその対照区の作土を 2008 年 5 月

に、厩肥施用区とその対照区の作土を 2009 年 3 月に採取し（いずれも有機物施用前）、供

試した。圃場の管理歴および土壌の特徴を Table1 に示す。土粒子密度、強熱減量への効果

は堆肥区よりも厩肥区の方が明瞭であったが、既往の有機物－土混合系の測定で設定され

た有機物量の差違よりは微少な差となっていた。  

熱伝導率の測定には、Decagon 社製熱特性測定器 KD2 を用いた。測定は恒温チャンバー

内で行い、温度設定は、10、25、45 ℃とした。土壌の水分状態は、風乾、体積含水率で

10、20、30、40、50、60（ほぼ飽和）%になるように調整し、乾燥密度 1.0 Mg/m3 になる

ように充填した。測定は 4 回行い、平均値を測定値とした。風乾では、初期温度と測定時

最高温度の差が 2℃以上あったので、参考値とする。  
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Table 1 供試土壌採取圃場概要
Summary of experimental fields



３．結果と考察  

体積含水率と熱伝導率の関係を Fig.1，Fig.2 に示す。  

比較的乾燥（風乾、体積含水率 10%）状態であるか、飽和に近い状態（体積含水率 60％）

であると、有機物施用の有無や温度による熱伝導率の違いは殆ど認められなかった。体積

含水率 20%から 50%までは、温度が高いほど、また、有機物施用が無いと、熱伝導率が高

い傾向が認められた。実際の圃場では、完全飽和にはなりにくく、また、水田利用であれ

ば、風乾状態まで乾くことは考えにくい。作期中の土壌水分は、温度や有機物施用によっ

て熱伝導率に違いが見られる領域にあると考えられる。強熱減量から、長期連用による有

機物総量としての増加はわずかとみられるものの、これが夏作時の熱特性へ及ぼす影響に

は注目する必要がある。  

４．今後の課題  

堆肥の種類による違いや、圃場の利用形態による差違、有機物施用直後から分解過程で

の物性値の変化については、今後の研究課題である。また、管理来歴の異なる有機物施用

圃場について、今後測定を行う予定である。研究成果の蓄積とともに、熱伝導率等の熱物

性値についても、de Vries 式等の既存のモデル式 4)を用いて解析する。  
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Fig.1 堆肥連用の熱伝導率への効果
Effect of rice straw compost on thermal conductivity

Fig.2 厩肥連用の熱伝導率への効果
Effect of manure on thermal conductivity
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